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第43回優良省エネルギー設備顕彰事例④

未来を予測しCO2を削減
環境配慮型省エネシステム

設備の概要
名　称　株式会社サンシャイン　J・Parkディノ店
所在地　沖縄県うるま市字江洲2158番地29
概　要　建家：地上 2階　　延床面積：約2,400m2

　　　　構造：S造　　　　 用　　途：パチンコ遊技場

1 ．技術開発の目的と経過
目的： AIによる空調設備の連転管理を導入し、人的操作に依存しない安定した快適性の維持と、空調設備の

省エネルギー化の両立を図ることを目的とする。
経過：令和 6年 6月　システム検討、現地調査
　　令和 6年 7月　システム設計、削減効果試算
　　令和 6年10月　試験導入
　　令和 7年11月　試験導入終了、システムお引渡し

2 ．設備・システムの概要
このシステムは省エネルギーを実現する環境にやさしいスマートエネルギーシステムで、気象予報・気象
データと連動し、AIを活用して空調設備と換気設備を自動で連携制御します。
室内の温湿度・天気予測をまとめて管理し、室内環境を快適に保ちながら最適な連転で電気代削減とCO2

排出量削減を実現します。こうした制御により建物全体の電力消費とCO2排出量が抑えられ、環境への負担
も減ります。

3 ．着想
近年、電気料金の高騰や脱炭素社会への要請が強まる中、空調設備の省エネルギー化が重要な課題となっ
ています。
一方で、快適性を損なわずに省エネを実現することは容易ではありません。そこで、従来は十分に活用さ
れてこなかった気象予報や外気条件に着目し、AIによって空調と換気を連動させ自動制御することで、無駄
な電力消費を抑えながら快適な室内環境を維持する仕組みを着想しました。人や環境に配慮した、次世代型
の省エネルギーシステムの実現を目指しています。



4 ．効果（省エネルギー）
　■ エグゼクティブ・サマリー

　■ 削減効果の内訳
 　電力削減の全ては「空調」によるものです。昨年（導入前）と比較し、空調部門で劇的な削減を達成し
ました。

　■ 月別 空調電力使用量の推移



　■ 削減効果の複合的なメリット
　コスト削減だけでなく、設備保全、快適性向上といった副次的なメリットも創出します。

5 ．投資回収（省マネー）

　

■ 投資対効果
　初期投資額
　650万円

　年間削減金額（実績）
　約392万円

　投資回収期間
　 1年10ヶ月
　 非常に短期での投資回収が見込まれます。

■ コスト削減の詳細（金額換算）

月度 削減金額（円） 月度 削減金額（円）
11月 ¥94,900 5 月 ¥473,700
12月 ¥268,200 6 月 ¥291,400
1 月 ¥260,800 7 月 ¥742,300
2 月 ¥213,200 8 月 ¥323,600
3 月 ¥229,300 9 月 ¥306,800
4 月 ¥441,000 10月 ¥279,500

　　　合計削減金額 ¥3,924,700

6 ．ほかの建物への応用性・便利性
・応用性
本設備・システムは、特定用途に依存しない汎用的な空調制御ロジックとAIによるエネルギーマネジメン
トを中核としており、応募物件で得られた実績を基に、今後は各種補助金の活用も視野に入れながら導入の
横展開を検討している。
他の建物への応用性としては、複合商業施設、事務所、ホテル、映画館、工場、病院、学校など用途・規
模の異なる建物に対しても導入が可能であり、既存設備を活かした段階的な導入にも対応できる点が特長で
ある。

・便利性
また、便利性の面では、AIによるきめ細かな温度・運転管理により、エネルギー使用量の削減と同時に室
内環境の改善を実現している。これにより、利用者にとって快適な空間を提供できるだけでなく、施設管理
者にとっても運用負担の軽減が図られ結果として従業員満足度および顧客満足度の向上に寄与するシステム
となっている。



7 ．システムの特長
（1）システム構成

（2）smart managementによる制御の特長①



（3）smart managementによる制御の特長②

（4）電力使用量・CO2排出量の見える化



（5）温湿度計測・気象データ連携

（6）エアコン室外機のインバーター制御



（7）効果検証の実施方法

（8）効果検証の実施例



8 ．環境保全、便利性など
沖縄電力の電気に係るCO2実排出係数は約0.677kg-CO2/kWh（国の温対法に基づき沖縄電力が公表してい

る実排出係数）である。
本件では、空調電力削減量114,590kWh/年に対し、以下の式によりCO2削減量を算定した。
114,590×0.677÷1000≒約78t-CO2/年

9 ．工夫した点、発想した点、創作した点、新しい点等、設備の特徴
① 体感温度制御－室内温度ではなく人の体感温度を制御韮準とし、過度な冷え過ぎ・暑過ぎを防止。快適性
を維持しつつ消費電力を抑え、省エネを両立します。
② 気象連携－天気予報APIで外気温・湿度データを取得し、室内外の温度差を利用した外気換気を実施。例
えば夜間の低温外気を活用して冷房負荷を軽減し、効率的に省エネ運転を行います。
③ ゾーン制御－建物内を複数のエリア（ゾーン）に分割し、各ゾーンに温湿度センサーを配置。ゾーン毎に
風量・温度を細かく制御することで室温ムラを解消し、全体の快適性と省エネ効果を高めます。
④ 継続最適化－AI制御プログラムを毎年アップデートし、実運用データから学習して制御ロジックを改善。
新たな機器構成や稼働パターンの変化にも対応し、導入後も常に最適な運転を維持します。
⑤ 遠隔管理・監視－クラウド対応で遠隔から設備を監視・制御。複数施設の空調をまとめて一元管理できる
のが特長です。遠隔地からでも各施設の運転状況をリアルタイムで把握し、効率的な省エネ運用が可能に
なります。
⑥ 導入容易化－工事・機器・制御盤の仕様を標準化して設計。これにより導入コストと工期を低減し、既設
の空調にも後付けしやすい汎用性を実現。投資対効果を最大化する設計を追求しました。
⑦ SMS通知機能－異常検知や需要ピーク予測時にSMSで警報を通知。気象変化やデマンドの予測情報を事  
前に関係者へ共有し、現場で迅速な対応を促します。これにより省エネ意識の向上と運用精度の改善が期
待できます。

10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競合品またはシステムとの比較、販売実績（国内）等
販売実績（国内・海外）
・ 国内導入状況：主にパチンコホールを中心に全国規模で実証実験が進み、省エネ効果が確認されている。
旧モデル含め北海道から沖縄まで約270施設に導入済みで、稼働施設数は多い（パチンコ店のほか、テナ
ントビル・複合商業施設・温浴施設などに展開）。実証では年間で約15～30％の電力削減効果を達成して
おり、例えばホール実験では最大30％の節電効果を確認している。投資回収（ROI）は約 1年10ヶ月と極
めて短期間である。
・ 海外・行政連携：大阪市環境局の「AIを活用した空調最適化」実証事業にも採用され、官民連携の先導的
事例となっている。また国連UNEP-IETC（国際環境技術センター）での導入も開始し、国際的な協力実証
が進んでいる。同社システムはタイのEEC（東部経済回廊）地域の脱炭素プロジェクトにも参画し、海外展
開を加速している。さらに2025年大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオンなどで「smart management」
を披露し、技術の認知拡大に取り組んでいる。

競合システムとの比較
・ 多くの既存BEMSは天候データや換気制御まで踏み込んだ最適化は行っておらず、制御対象は照明・空調
機器の統合監視が中心である。
・ 独自機能による差別化：本システムは民間初の気象API（ウェザーニュース）連携や空調＋換気を組み合



わせた制御を特徴とし、温度ロガーによる各領域ごとの室温差解消機能など独自技術を備えている。類似
の連携制御システムは他に例がなく、競合製品にはない独自性を持つ。
・ 実証結果とROI：パチンコホールでの実証では年間15～30％（最大30％）の電力削減効果を実現しており、
投資回収は約 1年10ヶ月で済む。一方、一般BEMS導入のROIは多くの場合 1～ 3年程度である。短期間
で投資回収できる点も競争力となっている。
・ 補助金支援と導入障壁：本システムはSII（環境共創イニシアティブ）のエネマネ事業者に認定されており、
中小企業では導入費用の1/2、大企業でも1/3が補助対象となる。補助金の活用により導入コスト・障壁が
低減し、他社製品と比べて導入メリットが大きい。

11．外観・構造図



12．講評
遊戯施設の空調システムにおいて、空調設備と換気設備を気象予報・気象データと連動させて制御し、室
内温湿度を適切にコントロールする方法を導入して、電気料金とCO2排出量の削減を実現した好事例であ
る。初期投資を抑えつつ高い省エネ効果を得ており、本システムの追加が容易な類似の既存施設への応用可
能性は大きい。空調において換気に伴うエネルギー消費は大きいため外気導入量の削減は有効だが、それに
は良好な室内空気質の維持が前提となる。今後は、AIや気象データの具体的な活用ロジックの解説、ならび
に室内CO2濃度など実測データの取得・分析といった技術的説明資料のさらなる充実を期待したい。

建物外観 通信機器 CT計測機器

制御盤 制御空調機パルス受信機


